




































































































































































































































































図2. 町丁目ごとの従来の推定法に基づく比率地図 図3. サンプルサイズが20人より少ない区分とヒストグラム
図4. 従来推定法とモデルに基づくアプローチに対する理論上の効率性の比較
図5. 町丁目ごとのモデルに基づくアプローチによる比率地図
    
  ),(~arcsin
)4/(1,arcsin~arcsin
),(~
..
aNp
npNy
pnBinomyn
i
ii
indepasymp
i
iiii
βxi
・
・
